
【問合せ先】〒103-0027 東京都中央区日本橋2-3-4 日本橋プラザビル13階 

 一般財団法人地域活性化センター 地域創生グループ  

 TEL: 03-5202-6136 FAX: 03-5202-0755 E-Mail: chiiki＠jcrd.jp 

 

地域課題から始まった住民の挑戦 
～共創の場から生まれた地域主体のまちの姿～ 

令和元年度 
第８回地方創生実践塾 

in長野県飯田市 
裏面 
あり 主催：一般財団法人地域活性化センター 共催：飯田市 後援：総務省、内閣府、長野県（予定） 

◆会場：飯田市役所ほか 

◆定員：40名（先着順） 

サブカルチャーの祭典として発展した 
飯田丘のまちフェスティバルは、 
組織同士が連携して新しい活性化策を立ち上げ、 
新たな組織を生んだ地域住民の主体的な活動事例です。 
今回のセミナーでは、複数の取り組みから主体的に活動する 
まちづくりプレーヤーや組織を呼び込む環境作りを学びます。 
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飯田丘のまちフェスティバルとは、 
中心市街地を会場に、毎年「文化の日」11月3日に開催している
「ポップカルチャー」と「日本食文化」の大祭典として愛される催し。 
中心市街地に関心のある各種市民団体、まちづくり団体、商店街、商
工会議所、金融機関、再開発管理組合、行政等、多様な主体が連携
し実施運営。 

 
中心市街地を会場に、毎年「文化の日」11月3日に開催している
「ポップカルチャー」と「日本食文化」の大祭典として愛される催し。 
中心市街地に関心のある各種市民団体、まちづくり団体、商店街、商
工会議所、金融機関、再開発管理組合、行政等、多様な主体が連携
し実施運営。 

ナミキちゃん 
飯田丘のまちフェスティバル 
マスコットキャラクター 



◆お申込にあたって 【必ずご確認ください】  
 実践塾の受講は、地域活性化センターの個人賛助会員が受けるサービスの一環です（他に機関紙配布、メルマガ配信等のサー
ビスがあります。詳しくはhttps://www.jcrd.jp/）。このため受講を希望する場合、賛助会員になって頂く必要があります。   
 賛助会費は【地方創生実践塾地方版Ｌ会員10,000円、地方版LS会員（学生）5,000円】です。連絡なしの不参加や当日キャ
ンセルの場合は返金できかねますので、ご注意ください。なお、開催地までの往復交通費・宿泊費・飲食代等は別途ご負担とな
ります。 

 ★ 地方創生実践塾 in長野県飯田市（8/3～4）参加申込書 ★ 
ＦＡＸ：０３－５２０２－０７５５  【HPに申込ﾌｫｰﾑがあります⇒http://www.jcrd.jp/】 
E-mail：chiiki@jcrd.jp （件名を「梼原町実践塾申込」とされ、本文に以下の各事項をご記入下さい） 

※ご記入いただいた個人情報については、当センターからの事務連絡のほか、各事業のご案内等に利用させていただく場合があります。 

フリガナ 
氏 名 

生年 
月日 

       /    / 
(西暦) 

性 別 男  ／  女 
（○印で囲む） 

勤務先/学校名

/団体 等 
所 属 役 職 

住 所 
(勤務先／自宅)〒      － 

電 話 

勤務先:(       )         － 

携  帯:(       )         － 

※当日確実に連絡が取れる番号必須 

E-mail 

３日(土) 
交流会 

参加   ／    不参加  
（4,000円程度。いずれかに○） 

賛助会費 
請求書 

要（宛名：                                       ）／ 不要 
(いずれかに○。必要な場合、宛名を記入ください。) 

 
■申し込み方法 
〇 ホームページから申込みをお願い致します（下記URLまたはQRコード参照）。 
  https://www.jcrd.jp/event/chihousousei/2019/0705_1861/index.html  
 
〇 申込み後、こちらからE-Mailで受付完了の旨、ご連絡いたします。 
 1週間を過ぎても連絡がない場合はお問い合わせください。 
〇 なお、ホームページから申込みができない場合には、下記メールアドレス 
 又は電話番号までご連絡ください。 
 【お問合せ先】メール：chiiki@jcrd.jp  電話：03-5202-6136 

スケジュール（予定） 

 11月2日（土）13:00～18:30（12:30受付開始） 
 ◆開講式「ようこそ丘のまちへ」 
 ◆講義「イノベーションが起こる地域社会創造を目指して」 
   牧野 光朗 氏（飯田市長） 

 ◆まちあるき 
  「日本の道100選・かおり風景100選に選ばれたりんご 
  並木や三連蔵、再開発事業により整備された複合施設」 
 ◆講義「中心市街地のまちづくり（行政視点）」 
 ◆講義「まちづくりに関わる市民の姿勢・動き（市民視点）」 
 ◆活動実践例 
 
 

 19:00～20:30 交流会（会費制） 
 
  

 11月3日（日）9:00～12:45 
 ◆前日の振り返り 
 ◆ 「飯田市の地域自治と協働の仕組みや考え方 
   （行政＋市民視点）」 
 ◆主任講師講義 平岡 和久 氏 
  （立命館大学 政策科学部 教授） 
 ◆グループワーク 
 ◆閉講式 
   ～ 丘のまちフェスティバルへ自由参加 ～ 

QR 
コード 
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★  隣接したりんご並木の資源を生かしながら地域住民が主体的にイベントなどの活性化策に関わっ 

    ている飯田市で、まちづくり人材や市民団体などの組織を呼び込む環境作りや人材・組織間 
    の協働による更なる活性化策の展開を、講義やフィールドワークをとおして学びます！ 

★  複数のまちづくり団体の設立の経緯や取り組みを紹介しながら、まちづくり人材・組織の成功 

    体験の蓄積による新たな活性化策の展開をお伝えします。 

 
 1960年、広島県で生まれ、岡山県で育つ。大阪市立大学大学院経済学研究科で学び、
93年、高知短期大学に赴任。その後、高知大学を経て、06年度から立命館大学に赴任。 
 専門の財政学・地方財政論の他、地方自治体の経済、福祉、住民自治組織など、農山
村の地域づくりに関連する分野に広く関心を有し、日本地方自治学会理事長、自治体問
題研究所副理事長などを務めている。 
 飯田に価値や関心を有する大学研究者のネットワーク組織である、大学連携会議「学
輪IIDA」のメンバーで、当該メンバーで構成する「共通カリキュラム実行委員会」にお
いて中心的な役割を担うとともに、毎年ゼミの学生達とともに当地域へ調査・研究等で
訪れている。 
 

教授 
写真 

★  さらに、まちなかにおける居住人口の増加を図るエリアマネジメントの取り組みや、イベン 

    トの事務局や運営補助を行うなど、裏方として主体的なまちづくり人材を支援してきた飯田 
    まちづくりカンパニーの活動について、現地の実践者から直接お話を伺います！  

 平岡 和久 氏（立命館大学 政策科学部 教授） 主任講師 


